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.，，

‘ 

口
、1

マ
ン
主
義
者
、
こ
の
ニ
っ
の
も
の.が
彼
の
い
わ
ゆ
る
梠
命
主
義
的
經
濟
學
當
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り

.ま
す
。
匕
う
い
う
立 

場
か
ら
、
お
そ
ら
く
猪.保
氏
も
ア
ダ
ム.
•ス
ミ
ス
を
-論
ぜ
ら
れ
る
こ
と-で
あ
ろ
う
と’考
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，く̂
!ち
ま
す
と
、
今
度.は
ア
ダ
.
4
‘ス
ミ
ス
の『

國
富
論』

出
版
百
五
十
年
の
記
念^ -
澈
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す
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、
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硏
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あ
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力
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あ
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す
が
、
し
か
し
、
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の
ほ
か
の
潜
に
な
り
ま
す
と
、
ブ.レ
1

の
如
き
も
恐
ら
く
は
そ
う
で
し
よ
う
が
、
直
接
.に
リ
カ
I
K
'オ
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Pぶ
，つ.か
つ
：て
い
る
者
は
少
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で
あ
り
ま
す
。
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カ
ー
ド
オ
の
直
接
後
繼
說
で
あ
り
ま
す
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ム
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ル
で
あ
る
と
か.、
マ
力
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あ
る
と
か
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た
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を
通
じ
て
の
み•リ
カ
ー
ド
オ
を
研
究
し.で
い
る
の
で
あ
る
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し
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し
な
が
ら
彼
ら
は
み
ん
な
.ス
ミ
ス
の
方
は
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！
ん
で
い
る
。
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の
こ

，
と
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確
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で
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る
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：
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義
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說
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創

始

者
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せ

ら

る

べ

き
.も
の
.は
ナ.
.ダ
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ミ

ス..で
か
る
.，と

い

う
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よ
テ
な
こ

と

を中
し
ま
し
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
す
ベ
て
の
人
の
；
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で
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地
下
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肢
つ
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お
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ま
す
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ア
ダ
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ス
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つ
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を
さ
‘ま
すだ
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う
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分
は
そ
ん
な
危
險
な
學
說
を
剑
始
し
た
覺
ぇ
は
な

,^
^

い
う
に
違
い
な.い
の
で
あ
.り
ま 

す
。
•け
れ
ど
も
、
た
だ
い
ま
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
ス
-ミ
ス
の
學
說
が
社
會
主
義
款
に
對
し
て
重
要
な
影
響
ゼ
及
ぼ
し
ま
し
た
ヒ
と
は

、
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と
求
を茶

！！

す
る
匕
と
が
で
き
な
い

の

で

ま

し

て
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勞
働
音
歌
益
權
論
を
主
張
尤
る
社
會

.導
_

者
た
ち
が
，ー#

天
き
な
示
被
を
受
け.
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お
り
ま
す
と
こ
ろ
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も
の
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、
ア
ダ
ム
•
.ス
ミ
ス
の
宿
名
な
言
葉
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
莕
定
也
來
な
い」
と
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ろ
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り
ま
す
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す
な
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資
本
の
養
積
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び
土
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の
領
宿
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ま
す
る
制
期
米
開
の
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會
狀
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に
あ
：っ
そ
は
、
：賃
銀
：の
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働
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物
校
ょ
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る
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葉
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葉
を
使
っ
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あ
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ま
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句
ド
使
っ
てW
屯
す
P
' 土
地
.の
®

有
及
が
資
本
の
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狀
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，あ
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働
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收
益
は
.勞
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屬
す
る
ぐ̂.
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七
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九
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辭
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け
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ぇ

ら

れ
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ま

し
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.
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す
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で
初
め
て
禅
入
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ら
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こ

と

に
な
つ
た
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で
あ
り
ま
す
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.
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刈
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1
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麥
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无
產
物
に
對
.1
,
て
す
ら
^

地
代
$:
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
と
ぅ
說
い
て
い
浴 

y

の
で
あ
り
ま
す
。
か
く
の
ご
と
く
資
本.の
蓄
積
及
次
土.地

の

領

有

が

行

：わ

.れ
ま
す
と
.同
時
に
、V
利
潤
と
地
代
と
は
勞
働
の
收
益
か
ら
控
除
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.さ
れ
.る

に

至

る

と

い

ぅ

所

論

：か

ら

1>
:て
、:'
'
當
然
生
ず
^

鲁
結
論
は
？
勞
働.全
收
益
_權
の
、主
張
忙
存
す
る
：が
ご
と
ぐ
で
あ
り
ま
す
。

.：
ま
こ
.と 

:
に
ま
だ
資
本
吖
蓄
積€
土

地

の

領

有

も

行

わ

：れ

.な
か
.っ
^

時
#

£
ぉ)

>
で
は
'
勢
働
：の
金_
益
は
：勢

働

者

に

屬

す

る

の

で

あ

る

。
：
も
し
か 

く
の
ご
と
き
狀
態
が
續
き
ま
し
怂
な
ら
ば
、
勞
働
の
賃
銀
は
、
分
業
に
ょ
っ
ズ
も
た
ら
さ
れ
ま
す
る
そ

‘の
生
.產
の
諸
ガ
'に
お
：け

：る
す
べ
て 

の
^

^
に
•っ
'れ
て
增
加
す
べ
き
は
ず
で
あ
っ
た
の
で
あ•る
。
分
業
の
結
媒
と
し
て
、

j

ご
一
が.四
に
，
な

ら

ず

化

、

'六
に
な
.っ
灰
り
八
に
な
つ



.た
り
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る
で
あ
り
ま
し
よ6
。
1
ー
だ
げ
の~能
率
を
.あ
げ
る
人
間
が
ニ-人
で
協
カ
す
る
。
そ
う
い
た
し
ま.す

と

、

，
そ

の

結

果

と

レ

て

六

取

收

'

益
を
あ
げ
ると
と

が
，.で
き
る
よ
う
に.な
り
、
あ
る
い
は
八
の
收
益
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
.き
る
よ
■う
に
な
る
。
.と
こ
ろ
が
、

:

.そ

'
.
の
增
加
し
ー
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と
こ
ろ
の
收
益
が
勞
働
者
に
歸
す‘る
こ
と
が
な
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。
や
は
り
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人
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働
W
て
い
た
と
同
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だ
け
の
貨
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勞
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.い
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剩
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は
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參
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ま
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，
ん
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ぃ
喪
び
土
地
の
：領
有.と
資
本
の
審
稹
と
が
誘
人
書
れ_

し
：
た

後

は

、
.
長

く

持

辍

す

る

^

と
が
^

き
な
加
つ
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.
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で

あ
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ま

す
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及
び
利
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が
何
ら
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す
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と
な
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し
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:
-れ
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榕
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れ
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る
も
の
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と
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,5
結
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に
到
達
し
な.け
れ
ば
な
，.ら

な

，
い

よ

う

に

考
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れ
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あ
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ま
す
が
、•し
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し
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^
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產
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增

產
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；
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い
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行

わ

：れ

た
.も
.の
で
.
あ
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と
見

た
の

で

あ.力
ま
す
。
そ
う
し<

て

私

有

財

產

：は

、

"
生
產
の
增
加
と
改
良
と
に
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ま

：
し
：
て

疋

當

視

せ

ら

れ
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で
’あ
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ま
す
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非
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こ
と
が
、
す
な
ゎ
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ス
を
硏
究
ャ
る.必
要
.の
ぁ
る
.ゅ

ぇ

ん

：
で

ぁ

る

。
.
か

ょ

ぅ

な

こ

>

を
申
し
て
い

名
學
者
も
あ
る
；の
で
あ
り
ま
す
が
、
後-l
l
tの
教
ら
ゆ
る
學
說
と
い
ケ
も
の
比
、：
.大

ざ

つ

ぼ

に

申

し

，ま

す

^-
ら
^

、
こ
と
^
と
ぐ
ア
ダ
A 
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K

ミ
ス
の
#

に
含
^

れ
て
い
る
と
す
ち|e

う
こ
と
が
で̂

る
の
で
あ
り
ま
す
。
：
た
ど
え
试
今_

レ
象
し
た
.
ょ
う
^

翻
を
と
つ
て
；み
ま
す 

と
、

.:
«

は
«

銀
^
|
|
|土
：に
お
- ^
る
勒
益
率
, ^
豫
示
: ^
ズ
^

る
：と
^

さ
^

け
れ
.ば
な
^ :
ぬ
©;
で
あ
ぶ
'ま
ず
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と.；れ

が

ら

じ

て

い
b

ゆ
る
殘
餘 

收
益
說
、
あ
る
い
は
殘
餘
請
饿
嵇
說士

_も

稱

せ
&■

る
べ.
:t
.
も

の

が

坐

ず

る

：と

.
'と
.
.に
^

る
0(

^ .

秦
タ
ま
^
。
そ
れ
か
ら-t
'

た
資
本
が
蓄
積
せ 

ら
办
ま
^

炎
^

¥

.:
^

;v
v
:
.
て
：は
、.
'賃
銀
.は
.、
«

主
％
顧
あ
れ
..る
者3
^

汝
わ
，ち
勞
，働
者
と
の
間
の
契
約
.に
寒
く
^

の
で
あ
.る

と

い

う

こ

と

を 

.ス
ミX

姑
靜
々
i

b

;て
說
く
の
で.あ
力
ま
す
か
ら
、
や
が
て
そ
こ
に
契
終
說
の
き
が
|
1か
れ
.る
^ '
で
.あ
り
ま
す
0
”
，を

う

し

て

と

の

勞

歡

契 

;
.
.
.
約
.に
.際

し
;^
1.
;て」

_
'
;
.
扣
.ま
.ね
.ん
ニ.
.般
.の
.場

合

忙

お..い
，
，て

有

利

|の
«

低
^

占
め
ま
ず
も
..，の
'は
.、.
.雇
主
.
>
:
.
す
な
^

ち
カ
.の
.强
ぃ
..者
.で

あ

.
々

ま

す 

加
ら.、: «
わ
れ〈

る

者

、̂
_わ
^

名

著
#

者

城

不

，刺

な

、

她

位

杧

陷

ら

春

地

^ .
ば
な
^

^

ノ
か̂

:■
*

關
係
說
、
«

銀

を
:^
ダ
て
：_
赉
/ 0
馨

で

：遺

、
；
；

]1
逢
：及
汰
务
働
者
め
契
約
締
結

に
ょ
つ.て
潰
銀
.の
：高

：は
._定
ま
，る
も
の
で
多
る
と_い
う
學
說
を
と
つ̂

い
る
ょ
う
に
も
思
わ
れI
の
；で
あ
り
ま
す0
、
そ
.れ

な

ら

ば

、
_
滕
主
は 

な
：ぜ

、
.
そ

の

：
優

勝

な

謙

位

,'
$
:
.
刺

用
い

た

し

、

し

て
、
あ
く
ま
で
も
勞
働
者
を
辟
取
し
、
.無

限

に

賃

銀

：を
：

.減

.少
さ
せ
る̂

.

と

：

を
敢
て
.し
な
いゝ 

ン
の
：
で

あ

る

办

と

申

し

^

す
と
、
そ
こ
算
ー.
.
.つ
の
限
界
が
孩
し.て
^

る
の
で
，办
り
ま
す
。.'
'
.
.
4
/
:

の

鑛

界

は

何

で

系

る

か

と

：
い

.夫
ば
、.勞
働
著
の
.
. 

生
產
.费
で
‘あ
る
。■勞
锁
#

を
つ
く
る
费
in
、
す
な
わ
ち
努
働.者
の
生
沿
费
と
い
う
限
界
が
そ
こ
に#
し
て
.い
る
の
で
あ
：る0
か
く
の
ご
と
. 

く
說
く
點
に
お.き
ま
し
.て
、
彼
は
リ
功1
ド
オ
的
贺
銀
學
說
、
す
な
わ
ち
：
^

限
生
存
費
貸
鈒
學
說
、
後
の
質
酿
鐡
則.を
豫
东
し
'て
ぃ
る
. 

感
が
あ
る
の
で.あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
ラ
ッ
サ
ー
ル
流
办
質
銀
鐵
則
な
ど
と
い
う
，も
の
も
、
や
は
り
ア
ダ
ム
，
ス
ミ
..ス
が
ら
先
じ
て
い
る 

と
？

て
も
い
い
と
思
う
の.で
あ
り
ま
す
0「

熒
働
^

階
級
の
狀
德
か
改
蕃
陀
つ
い
て
、
諸̂
に
ー
ム
々
す
る
あ
：

.ら

.ゅ

る

者

に»
1>
;

て
>

諸 

.
:君
祛
の
.つ
，
け.に
飞
.の
：1-
务
な
實
問
を
'1
,
私
ば
札
ば
：な
ら$

薷
耍
供
給
办̂ 

平
.均
賃
銀

ア
ダ 
一.？

ス
ミ
ス
と
社#
主

蘼

费

：
 

■
九

.
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-
九
レ.
.
.
'
：

、
'



,
n

w

學
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雜
誌
铬
四
十
四
卷
紙
’ー

號

へ
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‘
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！

0
 

C

1

8

.

'

,. 

は
常
に
一
國
民
の
生
活
の
標
^

に

し

た

，が

つ

て

勞

働

漭

•の
生
命
を
細
持
し
、
そ
の
家
族
を
永
續
さ
せ
る
に
必
要
な
純
然
た
る
佑
活
費
以
-H.. 

に
多
く
出
る
も
の
で
は
な
い_

均
勞
働
»

銀
は
常
に
一
國
民
'に
あ
つ
て
少
桮
の
持
續
に
と
リ
、
ま
た
、
繁
殖
に
と
づ
て
習
惯
的
に
必 

_

妒
免
_

_

_

能
：̂
集
,

る
'
.》

^
淡
®'
'
啟
雜
濟
法
則
|

^;

浓
わ
难
->
:廣

‘
い
。
そ
う
し
て
彼
が
こ
の_學
說
を
信
じ
な
い
と
す
る
な
を
ば
、.
こ
の
男
は
諸
君
を
欺
瞞
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
彼
は
經
濟
學
の

い
.
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知
颚
に
お
い
て1
も
悲
し
む
、、へ
ぐ
幼
稚
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
最
初
か
ら
言
わ
な
妙
れ
ば
な

^

ぬ
の
‘で
あ
る
，。

',

i
 

. 

.

. 

〜

_

y

/
 • 

•

:

な
ぜ
お
^:
ば
;>
;
私
が
姊
ゆ
謙
君
校
注
意:1
>
:た
.ょ
^

^

:

:1|
1
;油
學
派
そ
ー.の
^

の
忙
*

い
^

，者
の
.
一
人
も
栉
し
な
い
か
ら
で
あ.る
。
ア
ダ
ム•

ス

，
ミ

ス

も
セ
ィ
も

、

リ

カ

ー

ド
'オ
も
マ
ルサ
ズ

も

、

バ
ス
チ
ア
も
ジ
ョ
ン.•

ス
，
チA
ア
ベ 

1

ト
0」

.-
ル

も

等

し

く

こ

れ

を

_

め

る

點

で

一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る

」
o

ヒ
の
ラ
ッ
サ
ー
ル
は
ぞ
の

『

公
開
焚
1

』

の
中
'で
叫
ん
で
：

5

る
，. 

の
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
彼
も
や
は
，り
'

i

孫
ア
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
の
影
響
を
多
く
受
け
て
、
加
く
の
ご
と
<-
言
0

て
>

る
ょ
う
に
思
わ'れ
. 

.る
の
で
あ
り
ま
す
。
も
う
少
し̂
ん
と
う
に
y

.^
1

ド
オ
を
硏
究
，

S

た
し
ま
し
た
な
ら
ば1
あ
.る5

は
そ
.こ
^

か
な
り
の
相
違
が
生
ず̂
 

の
で
は
な)

か
。
こ
ん
な
ふ
う
広
も
渴
え
ら
れ
る
の.で
あ
り
ま
す
。
 

,
 

r

そ
う
し
て
、
4

ラ
i

繼

の

も

と
I

t

し

交
I

の
1

義

的
I

が
、.

I

い
ま
麗
と
ま
し
た
と
秦

:.
,の
い
わ
ゆ
る
リ
カ1
1デ
ィ
ア
ン
.
‘
ソ
ー
,シ
ア
リ
ス
ト
，以
前
に
お
き
ま
し
て
、
.
す
.で
に
生
じ
て
お
つ
允
の
で'あ
り
ま
す
\-
0

リ
カ
.
1ザ
ィ
ア 

■
ン
：•
ソ
1

シ
ア
リ
ス
ト
の
齋
書
は
次
分
遲
れ
て
い
る
の
で
あ
^

^
し
て
.、
リ
カ
1

%
オ
：の
：為̂

^
原
論
|
:
.が

現

：わ

れ

^

难

に

お

い

て

多

く

，
現

わ

れ

て

い

る

の

で

あ

り

ま

す

。

一
八
一
ー
四
年
ご
ろ

.か
ら
ぼ
つ
く
だ
し
て
い.
.る
ゃ
で
'
あ
.
,ま
ず
が
、
：
そ
の
以
前
：
1
7V
Q

五
年
に
お
い
、
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.

.

て
、
す
で
に
今
日
で
は
育
名
に
な
つ
て
い
ま
す
と
こ
ち
の
.チ
.ャ
ー
ル
ズ•
ホ
ー
ルr

&

(D
人

の|

ヨ
1

ロ
グ
パ
の
諸
國
民
に
及
ぼ
す
文
明

• 

-

..■'

.

,
 

ノ . 
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,
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V

の
影
響
，！
と
串
し
ま
す
か
、
こ
れ
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ル
ま
し
て
、
富
の
所
有
者
は
、
，勞
働

.の
金
收
益
.の
分
配
を
支
：配
す
る
も
の
で.

，あ
つ
て
：、彼
ら
は
：#
子
の

4

げ
，前
を
取
得
す.る
も
.の̂

あ
，る
？̂

を
選
擇
- ^
る
^

ず
ぎ
舞
い
め
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
.

^

^

る̂
勞
働
契
約
.の
；自

由

は

虛
.偽
'?
ぬ
る.と$

う

ふ

う

に

申

し

て

.い
る
の
で
あ
り
ま 

ノ
ナ
。
：
.ホ
ー
,ル
'气

'勞

働

；が
富
の
唯
ニ

''
,
.の
源
泉
で
：あ
る
こ
士5:
-
信
じ
ま
^:
て
、
：.地
代
及
が
利
子
が
勞
苦
の
報
酬
如
ら
不
聆 

の
：で
あ
.る

と

主
張
す
るP

で
あ
り
ま
す
.0

, x

口
の
十
分
の
八
、..す
.紅
わ
ち
、.
.あ
.^ ,

胸
る
甯
^

生
產
.す
.る
大
多
數
は
、

：

そ
( D
A

分
の
一
を
收 

:

受
す
る
：に

も

迄
t

K

何
も
め
：も
生
産
すI

.
と
：
I

葉
を
が
え
て
.^.
し

ま

す

な

ら

ば

、

勞

作

者

は

八

日

の

う

ち

、
の

七

.日
を
資
本
家
の
た
め
に
勞
働
し1
殘
る
一

日

，
を

&:

分
と
妻
子
の
た
め
に
勞 

働
す
る
の
^

あ
る
。
'こ

ん

本

こ

と

，
を

申

し

て

い

る

の

で

あ

'
り

ま

す

,0

む
ろ
ん
彼
も
ス
ミ
ス
'に
ょ
つ
て
示
險
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た

.. 
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■5
う
と
思
う
の
で
あ
り
ま
ず0
.

の̂
書
は
御
承
翎
の
ア
シ
ト
ン:.
-
:ー
メ
、
ン.ガ
1

、

の,̂
あ

る

と

い

う

と

と

亦

强

調

さ

れ

.て
：い
る
の̂

あ
り
ま
ず
。ヾ

む
.1
.
ろ
.酿
調
む
過
ぎ
た
ぐ
：ら
い
に
メ
シ
ガ
，
1
は
.强
調
し
；て
い
る
>の
で
あ 

り
ま
す
0

し
.か
し
な
.が
ら
？
こ
う■

》

つ
^
思
通
は
必
#

し

も

ア

ダ

ム

ャ

：
ス
：
ミ
ス
：
に

始

ま

る

.も
の
.で
_は

^

い

と

と
.も
ま
た
注
意
を
要
す
る
の
：

で
.あ
り
ま
1>
て
、
：
早

も

業

主

義

：扒

ら

エ

業

圭

義

；に

移

6.
3

^:
し
た
荚
國
で
1

十
七
佌
紀
の
後
带
に
お
き
ま
し
て
表
明..せ
：ら
れ
た
と
こ
ろ:'
'
_
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の
見
解
で
あ
り
ま
.し
た̂0
そ
の
»

を
、
^

つ
^

後
ま
^ -
引
^

て
^

ぃ
^

思
う
/の
.で
あ
り
ま
デ
.°
.

餘
談
に
な
り
■ま
す
が
、%

ょ
乃
どK

ダ
ム
.•

ス
ミ
.ス
の
牛
；誕
の
年
、ょ
り
も
、さ
ら
に
瓦
年
以
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：に
お
き
ま:1
;
.て
、
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土

げ

ま

し

た

ア

ダ
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.

ス

ミ
ぃ
ス
生'誕
.一:音
年
.を
記
念
ず
る
會
：を_

こ
ち
.ゲ
い
た
し
先
し
た
際
に
、
ヒ
の

」

、
^

を|

緖

に

’や

つ

た

^

ど
う
だ
ろ
う
か
、
二
百
年
燊
と-三
西
年
祭
を
一
.緖
に
や
つ
た
ら
ど
う
如
と
い
う
案
它
1

は
提
唱
し
た
の
で
あ
り
ま
す 

が
、
と
う
'

^
排
擊
？
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
ア
ダ
ム•
.ス
ミ
ス
だ
げ
の
#
^
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

0，

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ニ

.

-

 

■ :
i
 

' 

'

へ

-:

■■

-:.

':
.

 

-

 
.

.

.

.

 

-
.•
^

 

■

 

:

 

■ ■

 

V 

、

ア
.ダ

ム
•
ス
？
ス
と
社
會
、田
義
者

.
：

. 

U.
 

: 

.
 

'

ニ
.

「

ー1
し

;■

是
A
l
t
^
M

^
;
^
l
.
c
w
^
*
w

K-
-1l
>
<
w
;
l
>
^

&-
~.
i.
g
_
.
r
r
g
v
a
^

l:
-
J
,
v
:
l
>
i
l
l
^
%
>
y
i
t
i
;
*
b
i
^
*
.
i
a
f
:
^
r
g
.

5>
i
f̂,
'
-
i
r
*

?'
s:
-g'
'
;
.
^
>
u
a
_

»,
.
t
A»:
-t.
r-
h
^
AJ-
y



.ぐ
：；： .：

ぺ
べ
：
議
^

^

人
の
土
誕
^
不
思
^
^-
掛
狀
を
な
し
て
い
る
と
言
え
ば
言
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

-
ア
ダ
ム
、
スミ

ス
は
、
.あ
れ
ほ
ど
有
名
な
人
で
あ
る
に 

か
か
わ
ら
ず
、
何
月
何
は
に
坐
れ
た
か•，と
い
う
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
，ち
先

ほ
.^
も
申
し
ま
し
允
よ
.うE

彼 

が
洗
禮
を
受
け
奉
し
だ
妇
フ
す
か
命
ち
：
;-
—*
:
S

1

S

#

®

ハ̂
^

で
あ
り
ま
す
？
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
日
が
洗
禮
を
受
け
た
日
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
は
つ
き
り

‘し
允
後
に
お
含
嗦'1
>
て
、
电
^

た
日
は
い
つ

• 

■ 

} 

: 

■ 

■ 

■*
<

-
1.

で
あ
る
が
-

-
こ
れ
も
'た
ん
—

-調
べ
ら
れ
て
い
る
よ
ろ.で
あ
り
-^
す
が——

ま
だ
發
見
さ
れ
た
と
い
う
と̂
を
聞
き
ま
せ
ん
。
.久
し
く

'西
^

！
^
«;
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經
濟
學̂
.
5
.
1,
ま
.寸
が
、
俗
流
饔
學
ど
申1.
ま
す
#
、
と
れ
に
根
據
を
興
ぇ̂
意
見
と
^

'
.へ

名

れ

て

；
い

る

の

：
で

ぁ

. ^
ま
す
。
X

ミK

 H

ぉ
歡
し
で
は
、：，
_

學
說
，に

零

て
_

様
©,
:と
.

_
認
め
：秦

る

氣
^
^
^

へ
' ;

.

一
が
いf

名

裹

本

利

澗E

關

這

學
_

申
じ
ま
■

ら
ば
：：

v
-
r
#

い
と
，き

:

.

の
と
ー
と.
4
思
い
ま
;.
#

か
ら
ノ
：た

だ
一
言
だ
け
述
べ
さ
^.
て
い
た
.だ
ぎ
ま
す
な
らば

， -， —

へ1
.
'面
^:
伞
1-
'

鱼
--
1
,
.て
彼
は
、
；
_
資

本

の

利

潤

を

も

つ 

.、
へy

て
勞
泰
の
妝
益.か
ら
：；資

本

寒

が®

^
の
た
め
に
控
除
し
た
と
こ
.ろ
の
も
の
で
ぁ
つて
、
.
こ
れ
於
た
め
扣"?
勞
作
者
¥

氣
に
上
ク
て
：.創
造
.

、

.さ
れ
义
全
^

狐
及
收
受
ず
る
こ
と
が
な
く
、
資
本
家
と
ご
れ
を
わ
か
つ
の
や
む
，

^
1
1に

茧

ら

し

め

る

の

で

ぁ

，
る

と

見

て

い

る

：
の
，
で

ぁ

り

ま

.

(

す
0
と
®

■

'^
■

炎

で

射

べ.
夯

載

ー

言']
)

社
#:
-
生
義
的
；教
理* :
肩

向

灌

植
^

ノ

.'
^

か
、
：じ
；
^
^

康
が
ら
、
？
彼
は
：
.

灰
他
汰
£

お
き
ま
铷
で
3

;^
物
に
薛
し
て
氛
ぇ
ら
れ
た
と
と>>
の
增
划
似
値
で
ぁ
る
、>
.い
ぅ
ふ
ぅ
に
說
い
で
い
る
の
で
ぁ
リ
ま
す
。
ア
ダ
ム
•

ス
ミ
'ス
は
、
そ
の 

資
沐
坰
浪
瑯
_

に
#

^
'^
山
，

' ^
:

■
中
:-a
:

©

,

ス
ミ
ス
|1
6

代
に
お
い
て
，は

ま
た
祀
會
浪
勢
が
中
立
的
な
議
論
を
許
す
狀
態
に
ぁ
づ
た
の
で
ぁ
り
ま
す

'
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.

'
パ

;
ア
ダ
ム
*

ス

、
、
、
ス
と
社
會
中
：
義

*

; 

ノ
，、
 

て
，
.

、
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。
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ッ'
ニ
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：
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.

，ア
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
は
エ
齡
主
義
的
經
濟
*
當
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

よ

く

巾
さ
れ
る
の
で
あ
リ
ま
す
。
ス
ミ
ス
は
、

マ
ー
カ
ン
'
' 

:■
■

:

:チ
9

-
ト
§

ま

業
至
義
々
：
^
:
ィ
が

.

な
こ
と
を
よ
く
言.わ
.れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
彼
を
も.つ
.
.て
X

業
主
義
的
な
經
濟
學
裳
と
稱
し
得
べ
く
ん
ば
、
家
^

H
:

業
の
理
論 

•

家
で
.あ
つ
た
と
か
、
ま
た
は
、力

ー
ル.
，
マ
ル
ク
ス

流
の
言
葉
で
申
し
ま
ず
な
ら
ば
、

r

マ
ヌ
フ
ァク

ツ
ー

ル
時
代
の
總
栝
的經

濟
耀

乾」 

で
あ
つ
た
と
.抓1

一一一？
わ

な

け

れ

ば

な

.ら

ぬ

の

で.あ

り

ま

し

て

、

ほ

ん

と

う

に

機

械

戈

揚

制

懷

エ

：業
：
の
理
論
家
と
は
言
う
と
と
が
ー
で
き
.な
い
の 

で
す
。

ア
ダ
ム
•ス
ミ
ス
の

見
ま
し
た
產
業
革
命0

-1
!1
:

界
は
ま
だ
蓊
か
：つ.た

：の*'
^

ま

す9

ア
ダ

.ム>
ス
ミ

ス“

國

富

論

』

.
の

筆 

•

を

運

ん

，
で

い

た

こ

ろ

に

、
す

で

に

產

業

革

命

は

開

始

也

ら

れ

，て

い

た

办

で

あ

り

ま

す

.が
;'
し

か

し

、

ま

だ

そ

；の

‘影

響

は--
{
:分
£

現

わ

れ1: 

，
丨

r

な
か
つ^

の
で
あ
り
.ま

す

か

ら

う一

.ス
 

“

及
f

も
の
で
I

か
と
い
う>J

と
を
千
分
に
ク
如
讀
と
がW
.き
な
か
つ
■态

霍

•
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.
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I

,

;大
：の
土
業
で
：あ0
ま
：ず
ネ
篇
エ
業
の̂
.ど
き
為
.の
ゆ
.『

國

富

論

』

：
；
全

潘

を

通

じ

.
^

に
すi

:

な
い
の
で
あ
-り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
產
業
革
命
の
最
も
大
含
な
原
動
カ
と
な
り
，ま
.1
.
た
5 :
モ
ー
み
ズ
、

^

^

::
\

も
、i

國
當
論』

.中
^

は
現
わ
れ
て
お
ら
ぬ
の‘で
あ
り
ま
す
。.
ヮ
ッ
ト
ゑ
ノ
ダ
ム•
ス
ミ
ス
の
_

咚
は
.密
接
卑
個
人
的
な
關
係
が
あ
づ
だ 

へ
と
い
う
こ
が
が
傳̂

&
れ
て
い
る
の
で
あ
り̂

し
て
、
ス
ミ
ス
は
，
-ロ
ン
ド
ン
か*
ら
グ
ラ
ス
ゴ
オ
に
移.つ

て

來

た

ニ

十

歲

の

蔚

い

.

.
ヮ
ッ
ト
を 

:
. :

横
暴
秣
イ
ル
：ド̂

塵
逍
が
ら
救
づ
ユ
や
つ
た
と
い
う
よ
う
な
話
■が
傅
つ
て
お
り
ノ
ヮ
ッ
ト
は‘ス

ミ

：
ス
■

.に

對

” 

I

f

礙

と
I

,

■

の
I

錢

す

遠

む

.

•

經
つ
て
い
^

い
頃
ぬ
与
國
賓
論̂

は
出
版
さ
れ
允
の
で
あ
羞
へ
し
て
、
て
ん
で
蒸
氣
機
调
と
い
.念
日
葉
は
'
鼠

富

舊

；
の
，
中

.に

は

現

ね

れ
.

.

て
い
な
い
の
で
あ
ぶ
ま
す
。
ス
テ
ィ
ー
ム

」
H',,

ノ
ジ
ン
と
い
う
よi
な
言
葉
は
現
わ
れ
な
い
で
、
た
ド
、
フ
ノ
ァ
ィ
ァ
' 
ェ
ン
ジ
ぐ
\
と
ぃ
ぅ

よ
う
な
言
葉
が
侦
わ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
•あ
-り
ま
す
。

そ
う
し
て
そ
の.當
時
の
フ
7
ィ
ア
•

エ
ン
ジ
X
す

^

わ

ち

蒸

氣

機

關 

は
、

一

一

ハ
ー
コ
メ
ン
式
の
蒸
氣
機
關
で
あ
り
ま
す
。
ジ.于1

ム
ズ
.
*ヮ
，ッ，*]
'
の
蒸
氣
機
關
は
ま
、だ
ヒ
の̂
著
の
中
に
は
現
れ.て
こ
な
い
。

.» 

こ
う
い
う
狀
態
に
あ
つ
た.の
で
あ
り
ま
す
か̂

、
資
本
と
勞
働
の
對
立
が
、
リ
ヵ-1
.
-.
^

オ
の
時
代
饺̂

^ .
.
J
y
i
^
u-
t:
,.は
^ '
.

^
.v
'
't
D

で
あ
. 

り
.ま
す
。
そ
と
で
敕
の
よ
う
な
中
立
的
な
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
そ
の
後
校
お
げ
る
資
本
の
；
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'
.
.

努
資
の
對
立
並
び
忙
階
級
の
分
裂
は
や
が
て
中
立
.を
1

て
不
可
能
な
ら
し
め
ま
し
て
、
や
が
て"一
方
に
お
t

凌
し
.て
ぼ
、
利
潤
學
說
とノ
 

. 

,て
嫂
値
接
: ^
び
間
凝0

^
*

カ
說
、
.翻
狄
說
並
び
に
資
本
家
努
働
敗
と
い

う
； /H

5'
な
^
.の
が
.起
：

り
.：

ま
す
と
同
睁
}c
、

.«
^

*t
'
お
き
ま
し
て

• 

• 
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'
•
+
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•

•
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.
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:
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は
社
4:
*

主
義
潘
流
.の
搾
取
說
が
坐
れ
る
こ
と̂
な
る
の
で
あ
リ
ま
す.が
、
ス
W

ス
比
そ
.の

前

途

を

見

越

す

こ

と

が

で

：き
ま

'せ

ん

で

ノ

；

0
.
立 

妒

な

學#
:^
表

明

し

て

お

つ
.た

め

で

あ

々

ま
'す

.0
'
:
.
:
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、
.
.
.
.
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- 

.-''ぃ

.

.，.
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:

'
■.
:
:满

代

學

說

厚

つ
, |
:
涑

尨

：も

，

は

广

''
_

1

一
他
： 

せ

で

せ

遣«
を
/ %
.っ

: ^
^ l
p

'>
_

:t
.
<
、

「
.

勞
機
の
：
全

收

益

か

^

の
：
控.除

額

で

あ

づ
.
.て

、
.̂:
^

こ 

4

め

取

い

、©

}

|し
て》

ま

サ

。
ニ

穷̂

.

.
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後
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 書

的

理；
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先

導

火

線

と
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^

し；

無

，
，
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X

.
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；
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へ
1
.髓

；
.
ス
_、̂

の

時

代

は

；
.

‘
1

:̂-
^

-v
h

-^
警

• ?
>
共

產

主' »
的
1̂
^

卷

'|
1
:會
里
義
的
故
議
論
ー
の
ま
な

.

.は
择
下
火
^
な
 

： 

な
か
”

た
；
で■し
よ
う
か
。'
’か
れ
の
转
逮
べ
散
文
的
な
除
代.

し
て
、
詩
' »
な
重
_

:
な
ぎ
時
代
で
ぁ.
0た
よ
う
に
風
わ
れ
る 

:
の

で

あ

す

？
..ま
あ
_

術
な
ど
'の
.方
が
ら
申
.1
>
ま
し
.て
.も
、
'
十
八

に
弹
ば
れ
た
低
俗̂

近
な
も
の
、
藝
術
味
の
少
い
も
の
が
、-
-
こ
れ
は
む
ろ
ん
ー
概
に
は
申
さ
れ
な>
の
で
あ
り
ま
す
於——

ど

う

も

多
か
つ
た
よ
う£

思
わ
れ
ま
す
。
ィ
ギ.リ
ス
，に
お
きf

し
て
は
、
辱
く
如
らJ

衝
の
共
產
主
義
的̂

^
見

が

行

わ

れ

.て

お

ダ

た

の

で

t
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,

せ
す
が
、f
eん
に
'

1

個
の
國
民
に
對
し
て
だ
け■で
な
く
全
世
界
に
對‘し
で
{元
金
.な
政
治
の
典
型
を
示
し
，
も.つ
.ど
平
等
で
も
づ
と
良
好
な 

ぎ

の

分

配

を

行
^:
ぅ

と

す

る

計

盥

が

マ

ル

サ

ス

の

先

.願

を

な

す

ロ

バ

ー

ト
、

•

ヮ
ル
レK

な
ど
に
ょ
り
ま
し
て
、
人‘ロ
职
理
を
’も

つ

て

對

抗 

• \

せ
し
办
あ
^ -
、
人
ロ
は
不
平
等
が
得
现
し
、
困
苦
が
搏
襲
す
る
ま
，で
增
如
す
可
き
で
あ
る
と
ぃ
ぅ
意
見
が
表
明
さ
れ
た
隊
代
で
あ
つ
た
の 

で
^

り
ま
す
。

、
 

' 

,

/

 

、
 

■ 
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\

 

:

:
•

荚
國
の
：風
紙
史
土
咚
斿
康.泉
し
セ
：、
；
晃

ズ

共

_

^

'/
'
:•
.一
は
；
，
^ '
:
^
^

大
農
民
一
挟
I

し
ま
し
て
、I

改
g

暨

と

稱
I

.

れ
て
t

l

と
I

I

ィ
f

ッ
フ
：
の

敎

徒

1

委

が共
！
：

に

所

有

せ

ら

る

ベ

き

七

4

を
プ
ラ
ト
ン
に
ょ
つ
て
說
き
、
セ
ネ
カ
に
ょ
つ
て
證
明
し
た
の
で
あ
，

^
ま
す
。
.ゥ
ィ
タ
リ
ッ
ヲ■は
.
、| 

方
に
お
い
て
は
中̂

集
權
的
な
國
家
を
法
王
の
支
配
權
か
ら
解
放
し
ま
す
と
と
も
に
、
他
方

.に
傘
き
ま
U

て
.は
卦
建
的
な
貴
族
と
敎
會
の 

劫

掠

に

對

し

ま

し

て

、
、

村

絡

協

同

體

を

擁

寵

し

ょ

ぅ

と

し

た

，
の
で

f

 ’ま
す
。
そ
こ
で
彼
は
ク
：主.政
.と
と
-も
：
に

共

乾

主

義

を

」

强

調
.ヤ
る
の
.

'

で
あ
り
■ま
す
。
自
己
の
權
威
を
^

つ
て
小
農
協
同®

を
，保
護
す
る
善
良.於
る
國
王
は
、.す
な
知
ち
彼
の«
想
ヤ
あ
つ
.た
/の
'で
あ
り
ま
す
0
、
 

彼
は
隹
ア
ゥ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
スj
び
一
般
謝
敎
父
と
同
様.に
、
人
.

の
墮
落
に̂

つ
て
國
家
セ
い
；
ぅ

も

の

が

設

立

：
さ
：

れ
る
こ
と
が
必
要
と
な 

.

つ
た
の
^

あ
る
と
說
く
も
の
で
あ
リ
ま
す
。_
家
と
い
ぅ
も
め
は
、
；
.要
ず
る
.
£原
辦
の
.け
.が

れ

を

有

キ

る

ど

：こ
；

.ろ
©

も
め
で
あ
る
。
.
原
罪 

,.V

Q

け
が
れ
J

ア
ダ
ム
墮
齋
の妙
：が
れ
：を
持
つ
.允
ど
こ
ろ
の
も
の
な
の
で
あ5
ま
^ ,
-

,
國

王

と

い

ぅ

も

の

.
は

欠

ダ

ム

<0
'

芷
統
を
傅
え
て
君
臨 

.す
る
も
の
‘で
あ
る
と
い
ぅ
考
え
方
が
、
い
つ
ま
で
も
菘
し
て
お
•
つ
た
の
で
あ
5

ま
す
^

そ
の
ア
ダ
ム
が
、
す
で
は原
罪
そ
犯
し
.て
い
る 

の
で
あ
リ
ま
ず
か0〔

ア
ダ
ム
の
正
統
を
傅
え̂
君
臨
オ
る
君
主
政
治
も
、
ま
た
原
罪
の
け
が
れ
を
持
つ
て
>

る
も
の
と
中
さ
な
け
.れ
ば 

:

ぃ

な
;̂

ま
す
^

ぃ
_。
|を
の»

^

^

_
が
共
*

^

_
と
^

を
1;

て
.>

農
民
の
»

_

_

趴
«

體
を
.* ,
»

や
僧
侶
の
：.侵
害
，
^

保
護
し
得
於
場

.

.
於

• 

. 

- 

- 

. 

: 

* 

.

. 

、

合
に
聆
い
て
初
め
て
淸
滞
な
も
の
と
な
る
と
と
が
|1
\

來
る
‘の
で
あ
り
ま
し
て
、
-0
然
的
昆
她
か
ら
風
て
疋
當
で
あ
り
像
る
の
で
あ
^

^

;ボ
。
^

: ^
亦
^

令

霖

吟

て

：\^
為
6
:■
ぁM

ま
.

■排
除
す
る
も
の
で
あ
卞
ま
し
てV

何
ら
}|1
1
接
の
援
肋
を
農
民
ブ
揆
に
與
え
る
も
の
で
は
な
.か
つ
，た
.の
で
あ
り
ま
す' 0
と
こ
ろ
が
、
大
體
に 

お
•
い
て
そ
う
し
た
敎
理
を
奉
じ■て
.立
•つ
た
も
の
、は
、
贸
際
笮
お
い
て
暴
カ
に
訴
え
_て
，し-ま
、つ
て.い
各
の
で
あ
り
ま
す
。
匕
の
二
揆
に
お
き 

ま
し
て
、
指
導
渚
的
な
地
位
に
立•ち
ま
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
マ
ッ
ド
•
プ
リ
ー

ス

ト

、

狂
僧
と
呼
ば
れ
た
ジW

ン
•
ボ
ー

ル
で
あ
つ
た 

の
で
あ
り
ま
す
。■%

ョ
ン
•
ボ
ー
ル
は
、「

こ
の
佌
に
は
1
人
の
奴
隸
も
な
く
、
萵
人
は
：こ
と
ご
と
く
平
等
に
创
造
さ
れ
た
。
人
に
對
す
る 

人
’の
隸
風
は
神
の
意5
心
に
反
す
ふ
も
の
で
あ
る
、

」

：と
叫
び
ま
す0
彼
の
說
敎
は
、
要
す
る
に
た
だ
と
の
、一
i
nt
l
に
盡
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま 

す
。r

ア
ダ
ム
は
掘
り
、-
-イ

ブ

は

紡

、
い
だ

時

、

.’何
人
が
ジh

ン
ト
ル
マ
ン
で
あ
つ
た
か

」

‘と
い
，う
連
句
を
引
用
し
ま
し
て
、

こ
の
時
代
の 

社
會
的
不
不
等
を
カ
强
く
說
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
、
人
民
は
腿
倒
考
を
排
除

1

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
絕
叫-1
,
た
の
で
あ
り
>ま
す
。
そ
う
/し 

て
農
民
は
ヵ
ン
タ
ベ
リi

僧

岩

獄
I

破
I

し
て
、
I

に
，,

さ
れ
て
I

s

上
を
放
つ
て
、
こ
れ
を
陣
頭
に
立
て
て
、 

:三
.
^人
：
が

.
ワ
ッ
，
ト

：
\
。

.

^

イ
ー
フ.*
—

.
0
指

揮
.の
も.と
^
_ロ
ツ̂
-シ
r
rn
l

o
.
て

進.む

と

'
い
う
大
騷

ぎ

が

も

ち

，あ
が

.つ
た
の
‘で
あ

'
り

.ま

す

o .

當

時

に.
. 

お

，き

ま

し

て

.

.は

.

f',.

，
一.難

，
の..
^
a主
.顏

的

議

論.が

.朴

當

勢

力

.を

占

办

..て

お

.つ
^
こ

.
'

と

が
窺
え
る
：
の
.で
あ
り
ま

.す
0
.
.そ

れ
.か

ら

そ

の

後

に

.
お

き

.

.

•
 

.

.

.

. 

- 

.
A
. 

, 

... 

. 

. 

. 

• 

• 

i 

*

ま
し
，て
ジ
ャ
ッ
ク•

ケ
イ
ド
"
こ
れ
を
竹
魁
と
す
る
と
，と
ろ
の
ニ
四
五
〇
郎
五
月
、
六
月
に
お
け
る

.ケ
ン
'ト
人
の
ニ
揆
が
起
る
の
で
あ
り
>ま 

す
が
.、
こ
の
と
き
に
お
き
ま
し
て
も
は
や
り
タ
イ
ラ
J

一
 

揆
と
同
じ
ょ
う
な
共
產
主
義
枘
な
感
假
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
？
，
 

そ
ご
で
あ
の
シ
I

I
ク
ス
、ピ
ア
の
御
承
知
の

『

へ
シ
'1
;

丨
、六
世』

の
第
二
部
に
現
わ
れ
て
い
る
ょ
う
に
、
ケ
イ
ド
が
こ
う
巾
し
て
い
る
の

■

■>

- 

' 

. 

. 

'
 

.
/

，'
ノ

：

- 

V
.
.
' 

. 

--'
;
.
.
.
v
.
.
•
.

一. 

：

. 

.

、
.
. 

：

；

/

'

:
 

.

.

.

. 

. 

■ 

■

、

- 

:

で
あ
り
ま
す
、，
ガ

ド

當

ん

含

に

管S

t

Q

2
る

れ
1

.

5篇

f

想
f

i

つ
I

Q

I

念

s

t

l

ん
が
、-「

こ
S

I

錄
は
み
ん
な
燒|

て
て
し
ま
え
。
こ
れ
か
ら
は
取
の
ロ
が
イ
ギ
リ
ス
の
H

.

そ
し
て
、r

今
後
は
、
す 

ア

ダ

ム•
ス
、
、
、
ス
.
と

社
食
主
義
#

^

 

, 

1

九

(
1

九〕



A
が
：あ
ん::
:
;
:

ン
へ
ヤ
の
も
ぬ
は
共
宿
だ
ぞ

」

。

こ

う

い

う

宣

言

を

出

し

て

い

る

：の
、
で
あ

.り
ぎ
す
。
を
ん
な
ぶ
ラ
に
い
た
し
ま
し
て
、
早
く
か
ら
英
國
で
±

-■ 

* 

■ 
: 
. 

- 

/ 

• . 

• 

-4,
 

-- 

- 

. 

. 

• 

, 

•

、

. 

.

ー
典
逄
主
義
的
顧
掘
猶
が
狩
形
れ̂
^
及
法
电
免
^

”
裏
^

證
ー
疆
洛̂

舉
 ̂

の
'^
ユ'
ト
ー
.ピ
，
 

ア』

が
現
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す。
‘
' 

:

• 

.

:

' 

.

-

.と‘

.こ
，
ろ
：
が

そ

：：

.の
後
に
な
り̂
.
す
.る
と
、
，.1
.ー
雜
れ
のi

十
1

,。ヒ
ア•
.思
想
が
闘
う
.の
^

あ
^
\ま
す
'0
十
七
Ji
t

紀
の
^

國
tt
.
.お
き
ま
U

て
±
、

• 

• 

. 

• 

• 

. 

*
-
;
■
■
■ 

.
*
. 

: 

- 

. 

- 

•
.

'.
>
<
. 

, 

.
-
. 

.
.

.
.

.
 

,

財

囊

ゃ
I

制
度
の
改
革
を
行
？

、
人
間
究
竟
の
坪f

 

I

I

求
め
ま
す
よ
り
も
、
む
し
ろ
坐
產
的
技
術
と
應
\川
科
學
の
進
步

に
よ
认
ま
し
て
、
现
想
的
な_
家
に
向
つ
て
進
ん
で
行
く
こ.と
が
.で
含
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
の
方
が̂
く

民

^

を

と

ら

え

る

よ

う

に

な 

- 

,

. 

.

- 

, 

■
. 

.

つ
た
よ
う
に
者
え‘ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
フ
ラ
ン
シ
ス
•
ベ
ーn

ン
流
の
ユ
ト
ー
ピ
ア
で
あ
り
ま
す
。
ち
よ
う
ど
夺

代
は
同
^
.で

.^
り
ま
す
が
、
國
カ
が
疲#
し
て
い
ま
し
た
イ
タ.リ
ア
に
お
き
崔
し
て.は
、
ヵ
ン
パ
ネ
ル
-ラ̂
描
い
/
て

い

ま

’
す

よ

ケ

な

-.
^

ま

こ
と
に
陰
慘
た
る
ユ
ト
ド
ピ
ア
が
现
れ
た
の
で
あ
9

ま
す
が
、
英
國
に
お
き•ま
し
て
.は
、
ベ
ー
コ
ン
流
の
ま
こ
と
に
華
や
か
な
應
对
科
學

ッ.の
' #
穰
教
作
用
ど
坐_

カ
'の
.
_常
_
發
達
に
ね
り
章̂

て
_
嚮

^

社
會
が
も

■ 

-
; 

•
. 

.

. 

■ 

• 

■ 

- 

r 

-
' 

•
•
•
• 

.

、
•
、

.

.

. 

-

«

• 

.

.

.

. 

- 

.

'の
-で
.あ
-
9 ま
，す
。
 

.
■

 

.

.

. 

: 

f...
 

.. 

.

. 

, 

. 

. 

.
'
.

-:
ド
ネ

れ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
も© ,
で
あ
つ
て
、
そ.の
典
型
と
な
る
ベ
き
も
の.は
原
始
的
キ
*y
ス
ト
敎
舍
で
な
け
れ
ば
化
ら
灰
ぃ
と
叫
ん
で
い
る
の 

で
あ
り
■ま
す
。
治
め
る#
も治

： ©

ら
れ
る
者
も
、S
め
，る
者
も
贫
し
ぎ
者
も
、
秘
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
ナ
。
：

g

は
：富
め
る
者
、 

カ
强
き
者
の
卵
を
嗚
ら
し
て
彼
の
福
音
を
拒
ん
だ
す
べ
て
の
渚
の
死
*«
:
要
求
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。.し
か
.し
；、:>
當
時
ぞ
.の
_

カ
の
絕
：頂
に 

あ
つ
た
マ
ル
テ
ィ
ン•
ル
广
タ
ー
を
も
つ
て
、.見
ま
す
れ
ば
、
か
く(7
)
'
.ご
，
と

き

は

、
キ

1;
1

ス
ト
敎
的
な
肖
埘§:
-
全
然
物
質
的
意
義
に
解_
す
'

. 

■ 

V 

-■ 

■ 

....

....
 

•

 

• 

.

.

.

.

.

.

 

.

 

,

 

.

.

 

• 

:

る
も
の
で
あ
り
ま
ず
。
彼
は
宗
敎
の
名
に
ぉ
-ぃ
て
蜂
起
す
る
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
ぁ
る
‘と
な
し
、
そ
う
しv
,

_民
の
.隸
1

を
-̂
•つ

.
飞
個
3-
-
で
あ
,§
.と
い
う
ふ
5-
に
^

言
^

-2
>
の
で
■'
»

り

ま

す

。

そ

れ

か

ら

.
メ

 

ニ
フ
V-
ヒ
：
ト5<
-
^
.な
り
ま
1-
と
、
'所
有
徵
は
神
雛̂

ょ

っ

て#'
在
 

.

•■
'
;
#る
も
の
^

あ
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
說
い
て
お
り
ま
け
し
、
：；金
：街
ジ
.

)

ュ‘
ネ
ー
:が
办
宗
敎
既
革
家
が
ナ̂

>
方
^

'.
|

«

私
有
權
擁
護
の
步-を
進
め
る
の
で
あ1

すo

や
■

、
•新
敎
I

f

ル
ヴ
ァ
ン
敎
は
：新
興
ブ
ー
ル
.ジ
ュ
ゥ
ォ
ジ
ィ
に
そ
の
職 

:業
の
誇
？̂

难
入
も
、
商
, ^
!:
^
精
刺
の
.隹
-«
对

; «
^

.*
,^ :
主
義
例
產
:'
«

組
_

犯
對
し
.
.て
.キ

サ

：
ス
：
->
:
敎
的
裁
可
を
賻
ぇ
る̂

と
と
：な

の

で 

,

,
''
扇
り
ま
オ
。
:%
.う

：
し

て

：
ぼ

た

、

...
英

國

で

ぼ

.
ク

 

ン

流

吹

ユ

ト
1

^
ア
>
,
:す

啟.わ

か『
ノ
.ヴ
ー
ナ'
 

.

-

厂
T—

ラ
シ
'
'テ
ィ
ス
'
.

』

が
澳 

，

_
.
'術
^

に

期

ず

名

：
こ

と

^

方
ク
た
の
^

詉
り
.ま
文
0
ホ

う
^

十

，

八
：世

紀

に

な
^

識

て

も

、：: 0
1

|
社

舊

拿

裳 

で
、
む
し
ろ
、
知
蕾
の
共
有
の
：走
樹
立
て
ら
る
'ベ

!,

'
::
.

の
で
-^
.2
»
*
ぃ̂
.う
べ
.丨
コ
.兔
澈
め
廣
^
^
:が
曹
*

っ
；
と

支

配

的

寧

地

位

に

«

っ
て
；
ぃ̂
ょ
.ぶ

第

考

え

ら

れ
.る
；
の

で

あ

り

ま

す

。

，
そ

う

P
.

. 

て
、'
.と
.机
か
ア
ダ
ム
•
；
ス.
ミ
.ス
^

脈
.を
.引
ぐ
の
.
.で

せ

り

嗦

切

ょ

夕

。

^

み

ん

當

峙
^

拿

^

し
：
て

も

r
j

共

產

圭

義
的

な

意

見

を

.
主

張

す

る 

者

が
'^
っ
た

の

で.あ

り̂
-
す

が

、>
れ
.
^の
^

の

は

人

ロ

原

理
.に
.ょ
'つ
て1 1
破

る

と.と

が

で

き

る

と

，
い

う

ふ

テ

に

考

ぇ

て

い

.た
も
の
が
#
 

し
で
お
つ
た
の
で"
あ
r

ま
す
。
さ
き
に
一
言
し
•ま
し
た
一
七
六
 

一
¥

に
出
ま
し
た
と.こ
ろ
•の
ロ
バ
ー.ト
• 

. 

リ

ア

で

、コ
ソ
ド
べ
ィ
ン
に
對
し
て
ト
マ
ス
• 

ロ

で

ト
*

マ
ル
サ
ス
.が
說
い
て
い
る
と
同
じ
ょ
う
な
こ-き

申

し

：：て
い
る

.の
化
あ
|

 

.

.

,

の
い
わ
ゆ
る
人
.1
-
1原
理
の
作
坩
に
ょ
つ
て
、
た
だ
ち
に.破
壊
さ
.れ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、あ
る
。
こ
う
い
つ
た
意
見
を
表
明
し

•
'

て
-
い
る
•の
で
あ
り
ま
す
.0
* 

■ 

, 

: 

- 

,

:

ナ

.
• 

. 

- 

• 

. 

• 

■•

•

•

:

.

 
-

 

.

.

.

.

 
.

/

 

•

•

ア
ダ
ム
•

ス
ミ
.ス
は
、
&

働
無
康
階
徽
に
對
し
，て
す
こ
ぶ
る
深
ぃ.同
情
を
有
し
.て
ぃ
た
。
肖
然
權
の
敎
理
に
.親
し
ん
だ
大
多
數
の
锻
擧

.

..

ア
ダ
ム
ニ
ス
、、

>
ス
と
§

主
義
者

 

•

.

>

 

'

 

】

ニ

 

'
*
ヽ

，

ニ

『
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渚
と
：1
:じ
よ
う
に
"
彼
は
勞
働
者
の
要
求
に
對
し
て
大
な
る
好
意
を
持
つ
て
^

ま
し
た
0

そ
う
い
う
點
t

見
ま
す
と
、
ス
ミ
ス
は
社
會
主
義 

/

諸
か
ら
の
非
離
を
免
れ
得.る
こ
と
に̂

る
の
で
あ
9

ま
し
よ
う
が
、
し
か
し"
そ
れ
な
ら
ば
今n
の
社
#

制
度
を
破
壊
じ
て
、
社
會
主
義 

的
なV
あ
る
：V
ゆ
共
産
主
義
的
な
社#
を
樹
立
て
よ
う
と
し
た
か
と
申
し
畓
す
と
、
彼
は
單
に
ヱ
リ
ザ
べ
ス
女
王
朝
.の
徙
弟
條
例
を
攻
擊 

す
る
と
か
、
人
民
の
物
質
的
福
利
に
立
脚
し
て
，

r

低
賃
銀
の
經
濟」

を
主
張
す
る
も
の
に
反
對
し
た.り
す
る
：に
と
ど
ま
り
ま
し
て
、
そ
れ 

以

上

の

發

，展

を

來

た

さ

し

め

よ

う

.と
は
し
な
•い
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
理
想
的
社
含
に
人
る
の
門
戶
は
永
ぐ
人
間
の
前
に
閉
さ
れ
て 

し
ま
つ
た
の
で
あ'1
)
ま
し
て
、
今
日
の
狀
態
と
い
う
も
の
，が
是
認
さ
れ
る
こ
と
.に
な
る
の
：で
か
り
ま
ナ'°
と
れ
^ -
.

-
つ
^

:

•

•

•

'

い

.
：

.

.

. 

. 

.

.

. 

:-
'

'

''.
-

.

.ソ

-

•

'■
•—

.

.

.
-
. 

.

••
.
.
.
.
,

:•
'

•

:

■

.

.

.

.

.

ン
.

.

ノ
 

V
. . 

. 

• 

- 

.

.

.

.

•

の
狀
態
を
浓
認
す
る
蘇
闕A
氣
質
か
ら
で
あ
る
と
言
ケ
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
と
と
に
ま
た

r

富
^

增
加
の
木
で
あ
つた 

英
國
に
扭
い
て
ナ
こ
う
い
つ
た
考
ぇ
方
が
强
く
.作
用
し
て
お
つ
た
が
た‘め
で
.も
あ
り
.ま
レ
よ
う
。.
ス
ミ

ス

は

、
ー
*

界

办

麻

敗

を

も

つ

て

勞 

.
働
能
率
增
加
の
歷
史
で
あ
る
と
い
う
ふ
う^

見
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ぞ
し
て
最
も
顯
著
紀
勞
働
の
，生
塵
カ
增
加
は

.、.
：土
地
の
^

有
.

及
び
資
本
の
贺«
以
後
に
'行
わ
れ
た
と
こ
ろ
，の
も
の
で
办
り
ま
し
て
、
：
死
せ
る
過
去
に
さ
か

.

.の
ぼ
つ
ズ
考
究
す
名
：必
要
は̂
5
の
で
あ
. 

'■
'

.

る
0〔

：：地
主
.七
產
業
的
兹
商
渫
的
賢
本
家
と
は«

の
生
*
:
3
:た
社
會
£
^
^

そ
し
て
彼
装
i

自
I

秩
序
の
'

部

と

し

て

承

認

し

た

の

、
で

あ

り

ま

す

。

.彼
は
I

の
J

藍

灌

薩

纖
$

コ
ッ
ト
ラ
ン
；ト
人
的
態
度
を
持
つ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ス
コ
ッ
ト
ー
フ
ン

.ド
人
に
は
ど
う
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ.が
あ
っ
，た
よ
う
で
あ
り 

ま
す
。
被
は
念
る
が
ま
ま
の
狀

|

版
を
承
認
す
る
と
い
う
、
す
こ.ぶ
る
.冷
靜
な
態
度
を
持
つ
て
お
り
ま
し
た
«■
•

ス
，、

)

/
ス
设
彼
の
想
像
し
た
よ 

ハ.:;
^

な

腺

始

的

社

會

に

积

け

る

辨

ぢ

と

ぐ

、
；
：
：
利

溝

及

び

_

手
_

_
滅
1>

立
が
、
は
た
し
て
可
能
で
鉍
る
か
ど
々
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
抓
究
し
よ
う
と
す
る
が

ご

と

.

き
こ
と
は
斷
じ
て
な
か
つ
た
の
で
あ
及

ま

 

す
Q

す
.な
わ
ち
、
土
デ
.:
>
,の
樂
掘
の
|
:鄺
は
丧
く
人
間
の
勝
杧
朋
名
れ
ま
し
て
、
彼
が
洱
び
‘そ
©
中
に
い
る
の
可
能
性
は
、
全
然
布
す
る

匕
と
.が
な
，

S

と
い
う
'こ
と
に
な
る'
の
で
あ
り
ま
す
。
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'丨

.

こ
の
货
時
は
ソ
：
感

，
傲
41
,,
_
.̂'

の

時

代.と
‘も
^
.わ
^

て
^
.る
の
.
.で

あ

り

ま

す.が

、-
し
か
.し

同

じ

く

十

八
11
1
.
紀
0
,
セ
：
シ
f-
. メ 

.ン
タ
.リ
ズ
ム
-
で
ハ 

も
、
ブ
ラ
ン
ス
と
ィ
ギ
リ
ス
と
で
は
#

し
い
.
相
違
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
を
巾
3

て
い
る
レ
ス
リ
ー
*

ス
チ
ー
ブ
ン
の
よ
う
な
學
者
も
あ
. 

る
の
で
あ
グ
ま
す
。
フ
一
ァ
ン
ス
火
革
命
と
そ
の
.恐
怖
主
義
と
は
、
あ
る
既
度
ま
で
广
墩
赢
な
心
馓
办
ぼ
衝
動
に
大
き
な
重
耍
性
を
與
え
た
.
.:'
-
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-
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V
.
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■
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I 

ル
ソ
ー
.ら
の
哲
學
の
結
粜
と
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
、が
、
ル
ソ
ー
が
そ
の
奢
作
の
中
.に
現
わ
れ
ま
す
る
と
と
ろ
の
女
主
人
公
の
悲
哀
の
上
に

.

、
惜

氣

も

あ

ま

，

に
，
惜

氣

^
.な

：く

、
.
そ

の

淚

を

：
注

い

，：
だ

時

、

.そ
の
女
性
を
そ
の
時
代
の
女
性
の
典
型
的.な
も
の
と
み
な
ず
の.で
?>
'
へ

及
ま
す
。
特
殊
な
婦
人
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
は
當
時
の
婦
人
の
典
型
で

’あ
る
と
み
'な
す
.の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
彼
は
意
：識
内
に
>

■

社
會
的
及
び
倫
理
的
革
命
を
企
圖
し
つ
、
あ
つ
た
の
で
あ
，り
ま
す
。
か
く
の
ご
と
き
悲
慘
な
提
遇
に
婦
人
と
い
う
も
の
は
あ
る
：の
，で
か
り

-.,

ま
す
か
ら
、
社
俞
的
な.偷
现
論
的
な
本
命
を
起
し
て
婦
人
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
社
#

を
改
め
な
け'れ
ば
な
ら
ぬ
。
ご
ラ¥
う
1

う
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に
考
え
る
の
で
あ.り
ま
す
。
、と.こ
ろ
が
英
阈
，の
方
で
は
、
'
た
士
え
ば
ロ
ー
レ'シ
ス
•

ス
タ
ー
ン
の
ご
と
き
作
家

——

こ

れ

は

有

名

：な

I

ザ
• 

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

*
ジ
ャ
1

一一ー
►

スルー

•

フ
ラ
ン
ス

•
ァ
ジ
ド
®
ィ
タ
リ
ー』

、
ま
あ
感
傷
旅
行
記
と
でも
中
し
ま
す
加
、

V

そ
う
い
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.

う
も
の
を
^

い
て
い
る
作
家
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
な
り
ま
す
.と
、
變
化
に
對
す
を
何
ら
の
欲
求
を
も
示
す
こ
と
な
く
し
て
、
た
だ
淚
.；

を
流
す
こ
と
.に
滿
足
し
て
い‘る
の
で
あ
り
ま
す
。
悲
慘
な
狀
態
に
對
し
て
淚
は
流
す
の
で
あ
り
ま

^i

れ

ど

も

、

そ

う

か

と

ぃ

つ

^:
、
：
そ

.
.
.
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.れ
な
ら
.ば
、
公
北
ハ
の
利
益
の
た
め
に
社
會
改
本
，を
行
お
う
と
す
る
が
と
，

^

し
ま
ず
と
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
全
然
な
い
の
で
あ
!)
:
-
.康
无
々
た
'- 

だ
，泣
い
て̂

认
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
の
で
あ
り
ま
す
。
物
ご
^

は
そ
の
ざ
る
が
ま
ま
で
い
い
の
で.あ
る
。
む
し
ろ
涙
を
膨
す
镦
が
パ

な
ぐ
な
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
か
え
つ
て
悲
し
い
こ
と
で
し

.よ
う
。
同
じ
く
牢
歷
に
•入
つ
て
い
る
囚
人
の
上
に
涙
を
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し
ま
しV

も
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フ
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' ン
.ス
人
の
よ
う
に
バ
ス

」

ァ
ィ
ー
ユ
の
^

獄
を
被
壊
す
る.と
.い
う
-と
、
と̂
は

.&
ら
.な
.い
^

で
あ
り
ま
す
:°
.英M

入

の
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へ，，
方
は
、
ど
れ
を
た
だ
そo'
ま
ま
に
見K

い
る
。
•ゴ
ー
ル
ド
、
ス
ミ
ス.な
ん
か
に
な
り
ま
し
て
もv
l
mが
藉
續
焓
れ
、
人
間
が
廢
颓
す
る̂
 

様
を
慨
歎
し
.て
は
お
り
ま
す
。が
、
'少
く
も
、
美
し
い
昍
園
の
野
趣
を«
び
は
し
て
も
？
岛
然
的
狀
態
の
復
活
を
見
よ
う
と
す
る
が
如
き 

ど
と
の
な
い
善
良
な
保
守
主_
奢
な
の
で
あ
及
ま
す
。
こ
れ
等
の
文
學
者
は
、
ち
よ
'う
ど
ス
，ミ
ス
'と
同
じ
く
十
八
训
紀
に
坐
茌
し
て
い
た 

人
^

ち
で
あ
り
ま
す
が
、
や
は.り

こ

力

い

つ
，：

た
考
え
.方
が
ア
ダ
ム
：
•
：
ス

ミ

ス

に

も

存

し

て

い

た

の

で

’は

な

い

で
し
よ
う
か
。
勞
働
無
產
階 

ノ

級
に
對
し
て
同
情
は
海
せ
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
生
産
.

I
加
に
よ
I

し
て
ン
こ
I

の
中
霉
が
て
救
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例 

もf

速
い
過
朱
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
、
死
ん
だ
原
始
社
舍
を
今
吖
世
に
復
活
さ
せ
る
必
要
は

‘な
い
の
で
あ
る
。
現
夜
の
あ
る
が
ま
ま
の
狀
態
に 

滿
足
し
て
行
こ
う
。
こ
う
-い
り
た
安
易
な
考
え
方
が
ア
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
に
は
稃
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
ん
な
よ
6

b
こ
と
を 

考
え
ま
し
て
、
つ
ま
ら
な
い
講
潢
を
い
た
し
‘た
次
第
で
ご
ざ
以
ま
す
。

 

、

ど
う
も
畏
い
間
、
聆»
末
な
講
演
を
御
淸
聽
く
だ-さ
ぃ
ま
ム
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う'こ
ぎ
い
ま
し
た。
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そ
水
.右

：の

雜

法
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^

次
は
.施
衍
拉
1

: ^
つ
：
て
、:^
^

る
が
、 

仙
間
の
注
意
鉴
く
に
至
つ
た
の
は
、
/
少
く
と
も
前
に
述
べ
た
年
代
以
後
の
事
に
！

®

す
る
と
い
つ
て
ょ
い
：で
：蒙
€

::
'
:

:;̂
:
;

し
か
し
社
#

保
^

と

い

う

慕
■の
.も
つ
例
雜
は
未
だ
決
し
て
明
確
で
は
な
い
。
.
•そ
れ
は
ア
メ
リ‘ヵ
及
び
、ィ.ギ
リ
ス
；を

け

る

.制
度
の
內 

各
を
撿
射
す
れ.は
判
る
ょ
うH

、

ア
.メ
1

力
.の
制
度
に
於
て
は
被
用
當
對
す
る
一.部
の
社
會
保
險
と
社
•會
囊
と
を
含
む
も
の
と
解
せ 

难
- J
ッ
请
.
-:
#

:

ス̂」

の
：̂
度
_

黎
ヤ
:'
»

彈

に

靡

用

鄭

の
^み
>'
*

樣̂

也
：求^ -
メ

：|
^

赏̂

を

對

象

と
^:
'
、

^

* ,
會

傲

き

；と
.社

會

事

業

？

―

療

制 

成
を
も
含
む
も.Q

と
f

-
ら
れ
て
い
：る
。’
一.
九

四

杂
£

於

區

熏

障

制

馨

嘉

：し
て
い
る
？ Q-

數
は
、
.ア
メ
.

1
連

邦

社

富
1 

隊
^

の
^
益
し
た
と
と
ろ
に
ょ
る
と
扣
十
八
ヵ
國
に
達
す
る
が
、
そ
れ
等
の
國
々
に
於
け

‘る
制
度
は
い
あ
ば
千
差
萵
別
の̂-
^

で
ぁ
る
。

加
之
、
爾
來
靡
ら
社#
保
險
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
た
も̂
を
社
#

保
隙
の；

部
門
と
み
て
、
社#
保
險
と
い
う̂

り
に
社
#
保
障
と
い
う 

■

.

「

社
會
保
障
制
度
に
關
す
る
勸
带

」

の
成
立 

，
 

 ̂

. 

二

•
五

_

ヽ

ニ

五

ノ

 

’


